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飯 野 春 樹 先 生 を悼 む
夢 田 尾 雅 夫
飯野先生は,周.知のように,わが国において,チ ェス.夕一 ・.バ雨ナー ドの経営学を普
及させ,そ れを組織を理解するために欠かせない理論体系として定着させた人である。
先生の薫陶を受けて,多 くの学者が肯うていったのは周知のことである。さらにいえば,
著書などを通 じて,先生の影響を受け,バ ーナー ドの経営学の世界を知った人は無数と
いってもよいほどである。組織論や経営学の世界で,飯野バーナー ド学を知らない人が
いたとすれば,よ ほどの駆け出 しか,学 者を名乗りながら,そ の学問を真剣に学ぶこと.
のなかった学者もどきの人といっても差し障りはないであろう。
しか し,私が,飯 野先生の追悼文を書くことになったというのは,よほどのことでは
ないか と,その因縁に内心,大 いに戸惑っている。私は,そ のバーナー ド学からはるか
に外れ,し かも,経営学という学問からさえも,若い頃から距離をおいてきたはずであ




て話 し込んだといっても,20時間を超えるかどうか疑わしい。少 し親 しい友人や知人で





かbで ある.後か ら思っても仕方のないこととは思いながら,先生の健康快復を信 じて






.も,どちらかといえば語 りを得意 としない人間である。だから,聞 き下手でもある。.そ
れだけに,先生との距離を少しでも縮めたいとの気持ちは,出会いのときからあり,赴
`任 の後 も,先生が何を考えているのか,思 っているのかを知るためには,二 つの耳だけ
では足 りないと考えていた。だか らこそ,全 身を耳のようにして,先 生の語りの奥にあ
るものを聞こうとした,ま た,聞 いたつ もりで もある。
それに,人 には,と きとして,短 いけれども,その人生のすべてを決めるような出会
いさえなくもないのではないか。 もしかすると,私にとって,先 生との出会いが,そ の
ようなことであったかもしれない,と信 じたい。その出会いがどのような意味をもつの
か,今 のところ,見 えてくるものは何 もない。しか し,五年,十 年,も しかすると,二
十年 もの先になって見えるものか もしれず.早 急な結論がでるはずもないことは.承知 し
ながら,そのように確信させる何かがある。これが,た とえはよくないだろうが,喉 の
奥に引っかかった小骨のように,私 に,と きどき小さな痛みを感 じさせることになる。
ことの次第は,あ る日,私が,東 京の所用から帰った夜,飯 野先生から電話があった
ことか.らはじまる。正確には妻が,留 守中に受け,その夜遅く,何の用か不審に思いな
がら,私の方から先生にかけ直 したのである。そのとき,用件の説明を受けず,と にか
く会いましょうということで,3日 後だったか4日 後だったか,そ の頃,私が非常勤で
いっていたある私大の半地下の喫茶店でお会いすることになった。それまでは,先 にも
触れたが,数 年前の学.会懇親会で,ほ んの数秒,人 を介して自己紹介 しあった程度,だ
から,面識はないも同然である。先生が雨でもないのに傘をもち,私が使い古した濃い
茶色のカバンをもっていることが目印とか,そ ういうことで,大 学前の.バス停で互いを
探 しあい,そ の後,喫 茶室に向つたように記憶 している。












問であるかについては,私 もいくらか承知していたつ もりだ った。その学問傾向を,.い
くらか厳 しい批判 も含めて,あ る程度その領域の概要は知っていたつもりであるDだか
ら,そのお誘いは,ち ょっとリスクの多い人事ではないかと,訝る気持ちが先行してし
まゆた。内心では,僕 ならこういう人事はしないなと思い,失礼 とは思いながら,これ
は.ま ともなお誘いですかと.開 き返し,それには,真 正面か ら応えていただかなかっ
たという記憶が残っている。そこまではかなり鮮明に覚えている。 しか し,それ以降は,
私の思考過程はすっか り吹 き飛んでしまっていて,今 になると,思い出せることは少な
い。多分,動揺 していたのだろう。そうとしかいいようがない。
けれども,そのときの揺れ動 く気分だけは,底 に沈んだ澱のように消えることがない。












いうまで もないが,先 生にはいつもバー.ナー ドがついてまわる。六一ナー ドの学業の
理論的な,い わば体系的な解明は先生の隼涯を賭けた作業であったし,そのことが,経
営学を超えて学問全体を刺激 した効用は計 り知れない、バーナー ドといえば飯野,飯 野
といえばバーナー ドであった。飯野バーナー ド学といわれる所以である。私でさえも,










.な り厳 しい視線をもっておられたようである。先生とすれば,企 業でも経営でも組織で
もよいが,そ れをもっと突 き旅 して見るスタンスはとれないも岬)か。そういう含みが,
そのときのことばの含みとしてあったように思う。











の想いだけは,日 を追うごとに強 くなる。あの含羞の笑いを思い出すたびに,そ のこと
が残念でたまらないQ
先生のご冥福を心よりお祈 りいたします。
